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■ 銀行を取り巻く環境 
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2015.5.28 

実質ＧＤＰ額の推移 

家計消費支出（実質）の推移 

※出所：内閣府 「年次GDP実額」より作成 

-0.4％ +1.8％ +2.9％ 

-1.3％ +0.5％ +2.3％ +2.4％ 

（単位：％） 

+4.7％ +2.1％ +5.3％ -2.4％ 

※出所：日銀データより作成 

国内銀行の貸出約定平均金利の推移 

国内銀行の預貸金残高の推移 

（単位：兆円） 

※出所：内閣府 「四半期別ＧＤＰ速報」より作成 ※出所：日銀データより作成 

（単位：兆円） 

+1.0％ 

-0.0％ -0.5％ 1.8％ 1.6％ 

消費税率改定 

・・・預金末残 ・・・個人貸金末残 ・・・法人等貸金末残 

+3.5％ 
+2.4％ 

+3.1％ 
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+0.9％ 
+2.7％ +1.4％ 

+3.4％ 

+3.0％ +3.1％ +1.5％ 
+2.8％ 
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新しい成長エンジンの育成 

健康産業の活性化 

日本の「稼ぐ力」を取り戻す 

担い手の創出 

女性の更なる活躍促進 

外国人材の活用 

規制の改革 

岩盤規制の改革 

※出所：「日本再興戦略」改訂2014、アベノミクス成長戦略の実行・実現について 

戦略実行・実現に向けた３つの眼目 改訂戦略における注力施策 

コーポレートガバナンスの強化 

成長志向型の法人税改革 

等 

等 

攻めの農業の展開 

事業環境の改革 

日本企業の体質・行動・企業統治の改革等 

働き方の改革 

成果で評価され、柔軟で多様な働き方への改革 

■ 日本経済の方向性 

2 

市場や産業の在り方の変革 

世界でトップレベルの雇用環境の実現 

新たな市場とビジネスチャンスの創造 
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フリーローン事業 

資産運用サポート事業 

住宅ローン事業 

保障性保険事業 
（バンカシュアランス） 

スモール 

/ ミドル法人事業 

ネットワーク事業 

広域事業 代理店事業 

総合的なエリア戦略を 

可能とする 

スルガのケイパビリティ 

市場の特性を活かし、顧客軸を付加した価値創造実現へ 
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－ 

日本郵政グループの 

幅広いネットワーク 

コミュニティバンク 

静岡 / 神奈川の従来型の 

フルバンキングサービス 

インターネット・コールセンター 

によるダイレクトチャネル 

首都圏をはじめ札幌から福岡まで、 

主要な都市圏における事業展開 

マーケティング 
システム       
インフラ 

全国に広がる  
顧客基盤 

価値観 

Our 
Philosophy 

他を圧倒する 
スピード・柔軟性 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分 

主な市場 コア事業 

■ 第５次経営計画グランドデザイン 

3 
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■ スルガのビジネスモデル 

消費者ウォンツ / 
個人消費を引き出す金融 

企業活動 / 
企業向け金融 

〈事業者〉 〈消費者〉 

一般的な金融機関 

個
人 

ロ
ー
ン 

融
資 

返
済 

『小ロット×契約先数』で 

リスク分散と高収益の同時達成 

消費者の需要を創造する 

～消費需要創造金融～ 

ロットは大きいが、 

他行との競合が厳しく収益性は低い 

中小企業を中心に供給を支援し続ける 

～企業支援金融～ 

「広く消費者の健全な需要を喚起・創造すること」を目指し 

個人消費者への金融という側面から国民経済の発展に寄与する 

スルガの考える「金融サービス業」としての使命 スルガの戦略ストーリー 

《 効率的な経営による高収益創出 》 

4 

提
供
価
値 

 「差」より「違い」の創造 

 高付加価値の金融サービス 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 静岡・神奈川の店舗網 

 大都市圏店舗とネット支店の広域展開 

イ
ン
フ
ラ 

 リテール特化の情報インフラ 

 データ分析 ・ クロスマーケティング 

企
業
風
土 

 前例なきことに挑戦する企業文化 

 「親しさと自由闊達」を育む組織風土 
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■ スルガのマーケティング戦略 

顧客経験価値の最大化 

データの利活用 

定量・定性的情報の蓄積 

カスタマーサポート 
部門 

システム部門 

お客さま 

ｄ－ｌａｂｏ 
（夢研究所） 営業店 

コールセンター 

ＡＴＭ 
インターネット・
スマートフォン 

オムニチャネル時代の顧客接点 情報インフラ 

情報の統合基盤 

ＤＷＨ 

Ｓｍａｒｔ Ｅｙｅ ＣＲＭ 

多様な顧客情報の蓄積 多角的なデータ抽出・分析 

クロスマーケティングセンター 

データマイニング 

Ｄｏ 

Ａｃｔｉｏｎ Ｃｈｅｃｋ 

Ｐｌａｎ 

5 

異業種 
アライアンス 
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■ スルガの有担保ローンビジネス 

スルガの有担保ローンビジネスはチャネル営業に依存しない 

金利競争とは一線を画した「顧客軸」を付加したビジネスモデルを展開 

スルガの有担保ローンビジネスは時代の変化にあわせて進化し続ける 

お客さま 

金融機関 

不動産チャネル 

契
約
成
立 

 

顧
客
紹
介 

Ｈ
Ｌ
商
品 

住
宅
ロ
ー
ン
申
込 

『不動産チャネル』 を起点とした新築中心の「住宅ローン」営業

＝ モノラインモデル 
顧客のライフイベントや価値観に対応した「有担保ローン」営業  

＝ フルラインモデル 

お客さま 

スルガ 

不動産 

チャネル 

契
約
成
立 

ロ
ー
ン
申
込 

自
社
Ｄ
Ｂ
を
活
用
し
た 

顧
客
分
析
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

ホーム 
エクイティ 

住宅ローン 住宅ローン 
リフォーム 
＋相続 

セカンダリー 
+ 

リノベーション ・・・ 

スルガの有担保ローンビジネス 一般的な有担保ローンビジネス 
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■ スルガのフリーローン戦略 
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○ 2011年以降、消費者ローンの新規貸出額は回復傾向 
 
○ 2014年４月の消費税率改定による個人消費の落ち込み 
  にも関わらず、消費者ローンは堅調 
 
○ 銀行の消費者ローン市場における存在感は拡大 
 
○ 銀行は、個人消費を資金面から支える役割を担う 
  消費者ローンの出し手として、重要性を高めている 

スルガのフリーローンビジネス 

消費者ローン（除く住宅ローン）新規貸付額推移 

顧客の夢に向けた 
「ナビゲーション」 

スルガの 
〈エンジン〉 

課題を早期に解決 

「柔軟なソリューション」 

自己実現を応援 

「夢の共有」 

ＣＲＭ ・ Ｓｍａｒｔ Ｅｙｅ 

情報インフラ 
夢をお手伝いする 

ミッション 
コンシェルジュとしての 

提案力 
オムニチャネル 

お客さま 

独自の商品群 

スピード審査システム 

資金管理ニーズ 

多様なコミュニケーション 

「寄り添う顧客接点」 

将来の人生を考えた 

「潜在ニーズの探究」 

スルガの 
〈提案〉 
プロセス 

スルガの“提案力”と“エンジン”の相互進化によって、フリーローンビジネスを展開 

資産形成ニーズ 生活設計ニーズ 

62％ 

38％ 

18％ 
33％ 

29％ 29％ 

82％ 

67％ 

71％ 71％ 

（単位：億円） 

※出所：日銀、日本貸金業協会より作成 



© 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. © 2015SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 

■ 今後の金融サービスの方向性 
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金融行動の変化 

人間味あふれる金融サービス 

〈今後求められる金融サービス〉 

金融機関と異業種との 
ハイブリッドな融合にチャンス 

セルフ完結・効率的なサービス （従来） 

フィンテック（ＦｉｎＴｅｃｈ）の活用 

【参考】 フィンテック（ＦｉｎＴｅｃｈ）とは・・・ 
   Finance（ファイナンス） と Technology（テクノロジー）とを 
   融合した造語。広義には金融分野における技術全般を指す 

“効率化”のためのテクノロジーの活用でなく、 
“サービスの付加価値向上”のためのテクノロジーの活用 

既存銀行にとっては、フィンテックを活用することで、 
異業種からの銀行参入の対抗手段を持ちうる 

フィンテック活用の余地が大きい領域 ・・・ 決済、ローン 

キーワード： “人と人とのつながり” や “あたたかみ”  

※出所：野村総合研究所 宮本弘之氏 

フィンテック と 銀行業界 

フィンテックの本質 

異業種 
（IT企業） 

銀 行 

提携・活用 

イノベー 
ション 

金融行動の変化の要因 

販売チャネルの多様化 

相続による資産移動 

インターネット金融の浸透 

選択肢の拡大 
（サービス総合化） 

お金の地域・ 
世代間の移動 

情報の氾濫 
（サービスの発展） 

最適な選択に対する 
アドバイスニーズの高まり 

顧客との対話 
（コミュニケーション） 

顧客目線の 
サービス 
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■ ｄ-ｌａｂｏ 新展開 
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「ｄ」をキーとした新しい“銀行”のカタチ ～夢で繋がるコミュニケーション・スペースを拡大～ 

direct 

desire 

do 

debut 

digital 

design 

drive 

お客さまの夢に寄り添う 

「ｄ」とは 夢と銀行を結ぶ新しい接点 

夢 

dream 

銀 行 

              お客さまの夢（自己実現）を応援する 
              サービス提供とソリューション提案 

               自己実現欲求の多様化 

〈コンテンツ〉 
新しいライフスタイル提案 

・情報提供 

〈コミュニケーション〉 
お客さまとの夢の接点を 
創るためのイベントの開催 

〈カテゴリー〉 
「変える」 「楽しむ」 「考える」 

〈ミッション〉 
お客さまの〈夢をかたちに〉する 
〈夢に日付を〉いれるお手伝い 

価値創造 

将来像 

Ｗａｎｔｓの創造 

コンセプト アプローチ 

ｄ-ｌａｂｏ湘南 2014年１2月Ｏｐｅｎ 

ｄ-ｌａｂｏたまプラーザ/たまプラーザ支店 
2015年4月Ｏｐｅｎ 

湘南Ｔ-ＳＩＴＥ内に“湘南ライフの情報発信”
をコンセプトとしたスペース 

たまプラーザテラス内に“家族ｗｉｔｈペットと 
行ける銀行”をコンセプトとしたスペース 

ｄ-ｌａｂｏ静岡 2015年3月Ｏｐｅｎ 

アネックス静岡伊勢丹とコラボレーション 
“Ｂｉｇ Ｈｏｍｅ”をコンセプトとしたスペース 

different 
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■ 異業種との金融サービス進化① 
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“ＡＮＡ支店 フィナンシャル スペース オープン”   

ＡＮＡマイレージクラブ会員（会員数2,600万人超）に対して、 
「新しい旅の必需品」 と 「ファイナンスに関する相談をできるラウンジ」を提供 

 
●万が一の旅行キャンセルにも対応 
   Ｖｉｓａデビットにて旅行代金を決済した場合、旅行キャンセル時に 
   お見舞金支払い 

 
●ＡＮＡのマイルが貯まる 
   ＡＮＡ支店の商品・サービスの利用でマイルが貯まる 
 
●世界中で“現金感覚”でショッピングが楽しめる 
   世界中Ｖｉｓａ加盟店でショッピング可能 
   一定額以上の利用でボーナスマイル 

 
●世界200か国以上の国と地域のＡＴＭで現地通貨が引き出せる 
   ＡＮＡダイヤモンド・プラチナ・ブロンズサービスメンバーの方は手数料無料 

 
●カード付帯保険も充実 
   Ｖｉｓａデビットで購入した商品の破損・盗難被害補償が付帯 

“スマートに貯めよう。スマートに旅しよう。” 

“ANA MILEAGE CLUB Visa Debit” 
新登場 

銀行キャッシュカード 

ＡＮＡマイレージクラブ 

Ｖｉｓａデビット 

＋ 

＋ 

○ ＡＮＡの空港カウンターや機内の窓等をイメージした空間 
 
○ インターネットだけでなく、お客さまとのリアルの場での 
  コミュニケーションを創出 
 
○ 平日のみならず、土日祝日も夜６時まで相談可能 

スルガビル１階（日本橋）に開設した 
ＦＩＮＡＮＣＩＡＬ ＳＰＡＣＥ 

2015年1月20日オープン  
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日本最大級の共通ポイントサービス「Ｔポイント」を運営 

会員数 5,304万人 （2015年3月末） 

Ｔポイントアライアンス企業 

 122社 350,727店舗 （2015年3月末） 

幅広い世代の多様なライフスタイルに合わせた企業群との連携 

2011年10月 
 

【業界初】Ｔポイント付き銀行カードローンの発行 

●Ｔポイント支店では２つの【日本初】を実現！ 
  【日本初①】 Ｖｉｓａデビット機能を搭載したＴカードの発行 
  【日本初②】 Ｖｉｓａデビットカードの「即時発行サービス」 

 

●Ｔポイントが貯まる商品・サービスを提供 
  ・ＶｉｓａデビットＴカード 
   決済金額200円（税込）ごとに１ポイント貯まる 

  ・Ｔポイントが貯まる銀行取引（定期預金、給与振込） 

●湘南Ｔ－ＳＩＴＥ（ｄ－ｌａｂｏ湘南）とのＯ２Ｏへの取組み 
  ・インターネット支店とリアル店舗の融合 
  ・セミナーによるファン化 

2015年4月 

■ 異業種との金融サービス進化② “2015年4月 Ｔポイント支店オープン”   

「スルガ銀行の金融事業のノウハウ」 と 「ＣＣＣの大量データベースの融合」により 

新マーケットの創造とスルガ独自の価値提供を実現 

○ 大量の顧客ＩＤを保有 

○ 多彩な顧客接点 

○ 信頼のあるブランド力 

○ 金融事業のノウハウ 

○ 独創的な商品開発 

○ Ｏ２Ｏへの取組み 

誕生 



© 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. © 2015SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 12 

■ ゆうちょ銀行との業務提携 

フ
リ
ー
ロ
ー
ン 

   119千件     14千件 

住
宅
ロ
ー
ン 

 3,069億円    192億円 

累 計 2014年度下期実績 

 105千件 

2,877億円 

2014年9月末 
までの実績 

※1億円未満切捨て 

※実績は「実行額」ベース 

提携開始から現在までの実績 

ゆうちょ銀行全２３３店舗で 

目的別ローンおよびカードローンのお申込みが可能に 

日本全国に広がるゆうちょネットワークを活用したビジネス展開 

沖縄地方 

九州地方 

四国地方 

ゆうちょ銀行 6 

中国地方 

ゆうちょ銀行 11 

近畿地方 

ゆうちょ銀行 44 

中部地方 

ゆうちょ銀行 33 

北海道 
ゆうちょ銀行 5 

東北地方 
ゆうちょ銀行 10 

関東地方 

ゆうちょ銀行 110 

全国に広がる 

ゆうちょ銀行の店舗ネットワーク 

ゆうちょ銀行 1 

ゆうちょ銀行 13 
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貸出金利回りと貸出金平残 

総資金利ざや 

（億円） 
（億円） 

0.58% 

1.81% 

0.55% 

（14/9） 

（14/9） 

貸出金平残 

貸出金利回り 

0.50% 

1.94% 

預金平残 

預金等利回り 

■ 利ざや等の状況(全体)     

0.43% 

2.06% 

当社 

地銀平均 

2.19% 

0.38% 
（14/9） 

預貸金粗利ざや 

預金等利回りと預金平残 

預貸金利ざや 
3.12% 

1.24% 

0.26% 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

3.13% 3.21% 3.29% 3.39% 

1.70% 1.62% 1.52% 1.41% 1.35% 

【地銀平均】貸出金利回り 【地銀平均】預金等利回り 

1.09% 1.15% 

0.34% 0.31% 0.28% 

1.31% 

（14/9） （14/9） 

24,086 
25,062 

26,180 

27,527 
28,838 

30,471 31,541 
33,090 

35,602 

38,131 

1.40% 

0.13% 0.09% 0.08% 0.09% 0.10% 

0.12% 0.09% 0.07% 0.06% 0.05% 

11/3 

1.82% 1.71% 1.59% 1.47% 

3.26% 3.22% 3.29% 3.38% 3.49% 

12/3 13/3 14/3 

11/3 12/3 13/3 14/3 

11/3 12/3 13/3 14/3 

11/3 12/3 13/3 14/3 

11/3 12/3 13/3 14/3 

15/3 

15/3 

15/3 

15/3 

15/3 

1.35% 

0.24% 

13 

1.78% 
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（14/9） 
0.61% 0.58% 0.53% 0.46％ 

0.41% 

預貸金利ざや 

利回り・経費率の状況 預貸金粗利ざや 

■ 利ざや等の状況（国内）     

1.32% 1.31％ 1.26% 

  預金等利回り   貸出金利回り  経費率 

1.22% 

3.33% 
3.28% 

3.33% 
3.40% 

3.51% 

1.21% 

0.13% 0.09% 0.08% 0.09% 0.10% 

1.87% 1.88% 
1.99% 

2.08% 
2.20% 

3.20% 3.19% 
3.25% 3.31% 

3.41% 

1.43% 

1.71% 1.64% 1.54% 
1.36% 

11/3 12/3 13/3 14/3 

11/3 12/3 13/3 14/3 

11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 

（14/9） 

15/3 

15/3 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

14 
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528 994 
969 

円貨預貸金利益と業務粗利益 

（億円） （億円） 
コア業務純益 

当期純利益 業務粗利益 

円貨預貸金利益 
最高益 

771 
801 

840 

896 

735 
769 

829 

908 

358 
375 

416 

474 

21 

148 

210 

275 

321 

11/3 12/3 13/3 14/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 

最高益 

15/3 

■ 利益の推移 

コア業務純益と当期純利益 

15 
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 下期実行額 

個人ローン実行額 個人ローン残高・ 個人ローン比率 

20,315 

（億円） （億円） 

21,705 

23,273 

 フリーローン残高 

 住宅ローン残高 

 個人ローン比率（％） 

■ 個人ローンの状況 ①  

24,705 

2,632 

 年間住宅着工件数（千件） 26,102 

 上期実行額 

80.3% 
83.0% 

84.4% 
85.7% 86.6% 

2,632 

3,154 

4,037 

5,141 

6,540 

17,683 
18,551 

19,236 
19,562 19,564 

1,431 

1,607 

1,763 

1,201 

1,382 

2,989 

1,555 

3,322 

1,767 

12/3 13/3 14/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 15/3 

819 841 
893 

987 

880 

3,557 

1,794 

1,993 

11/3 

1,939 

3,932 

16 



© 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. © 2015SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 

（注）（      ）内は平均レート 

無担保カードローン 

無担保証書貸付 

有担保フリーローン 
住宅ローン 
19,562億円 
（3.4%） 

フリーローン 

■ 個人ローンの状況 ②  

２０１５年３月末 

6,540億円 
(6.0%) 

個人ローン 26,102 億円 (4.0%) 

4,789億円 
（4.3%） 

1,382億円(11.5%) 

369億円（7.3%) 

フリーローン残高内訳・平均レート 個人ローン残高内訳・平均レート 

無担保証書貸付残高 

無担保カードローン残高 

有担保フリーローン残高 

19 

813 

2,322 

16 

926 

3,095 

203 

1,097 

3,841 

3,154 

4,037 

5,141 

6,540 

（億円） 

369 

1,382 

4,789 

12/3 13/3 14/3 15/3 98.1% 変動金利 
1.9%  
固定金利 

《住宅ローン残高の金利タイプ》 

17 
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住宅ローン地域別残高比率 住宅ローン実行レート分布（累計） 

 首都圏  神奈川 静岡  広域 

■ 住宅ローンの状況   

 住宅ローン実行平均レート（％） 

23.3% 22.9% 22.6% 22.5% 22.1% 

0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 

41.5% 41.9% 42.2% 42.6% 42.8% 

34.8% 34.8% 34.8% 34.5% 34.7% 

3.75% 
3.89% 3.93% 3.99% 4.00% 

51.7% 52.3% 52.5% 53.5% 54.5% 

16.7% 16.3% 15.8% 15.2% 14.7% 

17.8% 16.8% 15.9% 15.0% 14.2% 

13.8% 14.6% 15.8% 16.3% 16.6% 

14/9 14/3 13/9 13/3 15/3 14/9 14/3 13/9 13/3 15/3 

 ３％未満  ３％台 ４％台  ５％以上 

3.33% 
3.35% 3.37% 3.39% 3.42% 

 住宅ローン末残平均レート（％） 

18 
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フリーローン 住宅ローン 

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高   ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率） 

   毀損率    利回り    延滞率    毀損率    利回り    延滞率 

■ 個人ローンの延滞率・毀損率の推移 

12/3 13/3 14/3 11/3 12/3 13/3 14/3 11/3 15/3 15/3 

19 
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   投資性商品比率 

投信・保険手数料収入 投資性商品残高内訳（個人） 

（百万円） （億円） 

■ 投資性商品〈残高・手数料〉推移（個人） 

1,284 

1,333 1,338 

1,459 

750 

186 

112 

236 

54 

703 

78 

498 

35 

685 

55 

563 
604 

766 

54 

35 

3,083 
2,965 2,956 

2,622 
2,490 

1,156 

1,380 

547 527 

1,338 

1,100 1,206 

1,274 

476 

1,183 

1,043 

396 295 

 

852 

1,343 

14/3 13/3 12/3 11/3 15/3 14/3 13/3 12/3 11/3 15/3 

792 

39 

665 

120 

1,616 

20 
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（億円） 

 業務粗利益 

 人件費 

物件費 

 ＯＨＲ 

 税金 

■ 経費・ＯＨＲの推移 

433 
409 414 415 

456 

11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 

21 
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          82.03％ 

100% 4,029 法人 

100% 26,290 個人 
100% 30,319 総与信合計 

93.56% 3,770 法人 
  

99.25% 26,092 個人 
98.50% 29,862 正常債権 

80.64% 41.93% 36 66.66% 87 86 173 6.44% 259 法人 

83.86% 54.67% 38 64.39% 14 113 127 0.75% 198 個人 
1.50% 457 合  計 

59.94% 36.11% 23 37.30% 0 38 38 2.53% 102 法人 

77.70% 24.20% 6 70.58% 1 64 65 0.35% 92 個人 
0.64% 194 要管理債権 

93.31% 44.35% 7 87.98% 78 46 124 3.49% 140 法人 

75.90% 44.35% 9 56.70% 4 23 27 0.18% 48 個人 
0.62% 188 危険債権 

100% 100% 6 66.12% 9 2 11 0.42% 17 法人 

100% 100% 23 60.91% 9 26 35 0.22% 58 個人 
0.24% 75 

破産更生債権 
及びこれらに 
準ずる債権 

ｶﾊﾞｰ率 引当率 引当 保全率 保証 担保 
担保・ 
保証合計 

構成比 
法人・個人別 
与信残高 

構成比 
15年3月期 
与信残高 開示区分 

（億円） 

： 担保・保証による保全率 

： 無担保部分への引当率 

： 担保・保証・引当を考慮したカバー率 

保全率 

引当率      

カバー率 

カバー率合計 

■ 金融再生法開示債権詳細 

22 
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実質与信費用 開示債権比率 

（億円）    開示債権比率（担保・保証・引当金控除後） 

   開示債権比率（引当金控除後） 

   開示債権比率 コア業務純益 

実質与信費用（与信費用ー償却債権取引益） 

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残） 

■ 開示債権比率と実質与信費用の推移 

13/3 11/3 15/3 12/3 14/3 13/3 11/3 15/3 12/3 14/3 

23 



© 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. © 2015SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 

97 
（億円） 

平均残存期間（年） 

■ 債券ポートフォリオの推移 

13/3 12/3 11/3 15/3 

1,566 

1,775 

3,402 

0.34 0.32 
0.40 

0.85 

3,124 2,681 1,504 1,451 

122 

110 

97 

65 

48 

76 
85 

2 

預証率 ５．８％ 

116 

9 
2,860 

16 

14/3 

1,578 

1,452 

25 
99 

2 

0.33 

24 
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アウトライヤー比率 統合リスク管理 

２０１４下期 

配賦原資 

（億円） 

２０１５／３月末  

リスク量 

バッファー 

１，５３１ 

２０１４下期 

配賦資本 

 
５０９ 

７１７ 

２，２４８ 

２５４ 

３１２ 

１５１ 

１６９ 

１９７ 

１４３ 

信用リスク 

市場リスク 

オペレーショナル 

リスク 

１．配賦原資＝コア資本－控除項目 
  （控除項目：一般貸倒引当金算入額、経過措置適用額） 

 
２．信頼水準  ９９％（共通） 

３．保有期間 （営業日） 

 ・信用リスク      ２４０日 
 ・預貸金、債券等 
     金利・価格変動リスク  ６０日 
   （トレーディング勘定は   １０日）   

 ・株式 価格変動リスク    １２０日 

４．オペレーショナルリスク 
  基礎的手法 

■ リスク量の状況 

２０１５年３月末 

金利ショック 
方式 

±２００ｂｐ 

金利リスク量 ４７億円 

アウトライヤー 
比率 

１．７％ 

25 
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■ 自己資本の推移 

自己資本・繰延税金資産  自己資本比率 

繰延税金資産 

繰延税金資産/自己資本 

（億円） 

（新基準） （新基準） 
自己資本 

14/3 13/3 12/3 11/3 15/3 

1,935 
2,011 

2,197 

2,476 2,672 

13.8% 

7.4% 

3.4% 

1.4% 
▲0.4% 

267 

149 

75 
36 ▲11 

（新基準） 
自己資本比率 

10.57% 
10.47% 

10.78% 

11.42% 
11.59% 

（新基準） 

14/3 13/3 12/3 11/3 15/3 

※2014年3月期よりバーゼルⅢを踏まえた国内基準にて算出 

一株当たり年間配当金 
20.0 

17.0 
15.0 

13.0 
11.0 

（円） 

14/3 13/3 15/3 08/3 07/3 

 中間配当金 

 期末記念配当金 

 期末普通配当金 
1.0 

26 
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９  

３２１  

５１８  

５２８ 

５３８ 

４５６  

９９４ 

▲１   

  ＋４６ 

＋ ６５  

＋ ５４  

＋ ６３   

＋ ２３  

  ＋ ８６  

＋ １９．０９ １３５．６３  １４７．５０  １１６．５４ 

１０   

２７５  

４５３   

４７４   

４７５   

４３３   

９０８ 

＋０．７０ １３．９２ １３．５５ １３．２２  ＲＯＥ（％）（当期純利益ベース） 

ＥＰＳ（円） 

（億円） 

■ ２０１４年度実績及び２０１５年度業績見通し 

２０１３年度 
実績 
（Ａ） 

２０１５年度 

見通し 

実績比 

（Ｂ－Ａ） 

２０１４年度 
実績 
（Ｂ） 

実質与信費用 

当期純利益  

経常利益  

コア業務純益 

業務純益 

経費等  

業務粗利益 

  

＋ ３．０ ２０．０  １９．０  １７．０ 一株あたり配当金（円） 

３０  

３５０ 

５２５  

５６５  

５６５  

４５５ 

１，０２０ 

※創立１２０周年記念配当１．０円を含む 

27 
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■ ダイレクトワン(株)の営業展開 

営業実績の推移 

94億円 

現在の店舗数 16店舗 

内訳 静岡県   7店舗 神奈川県  3店舗 

    愛知県   2店舗 東京都    2店舗 

    山梨県   1店舗 リアル計   15店舗 

     ネット    1店舗 

28 

2014年度黒字化達成  
116億円 

△4億円 

54百万円 

営業店舗の状況 

貸付残高 

当期利益 
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本業としての 

戦略的価値 

未来の子供たちのために 

Value for the Future 

持続可能性のための 

基本的CSR 

遵法を超える正しさに 

沿う経営 

機会 

責任 

Value for the Future 

未来の子供たちのために私たちができること 

スルガのＣＳＲのフレームイメージ 

■ スルガの考える未来創造型ＣＳＲ 

未来創造サポート・プログラム 

自助自立社会の実現をめざして 

次世代育成サポート・プログラム 

未来を担う子供たちのために 

明治大学齋藤孝教授による 
「こども学問のすゝめ」ワークショップ 

「子供の茶会～桜の茶会」 

オペラコンサート 
「明日へコンチェルト♪ 
 音楽をもっと好きになる日」 

第94回天皇杯全日本サッカー選手権 
大会でのエスコートキッズ 
 

スルガのＣＳＲ活動 “未来の苗木プロジェクト” 

未来を担う子供たちの 

健やかな成長を応援する取組み 
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■ 経営理念における成長のあり方 

経営 

「立地する国、地域の文化に立脚する」 

「人に基軸を置く」 

Culture-oriented 

People-based 

Social-perspective 
「社会的な見地を大切にした経営を行う」 

“Ｃ・Ｐ・Ｓ”を原点とした成長 

30 

株 主 

その他の 
ステークホルダー 

お客さま 社 員 
 
 （グループ） 

資本の効果的 
運用システム 

幸せ実現の  
支援システム 社会的役割遂行と 

自己実現のための 
直接的参加システム 

“価値交換システム”としての成長 

各ステークホルダーとの価値交換性の向上を 
成長と定義する 

C 

P 

S 

文化を尊重し、その文化を強みとして                            

活かしていくことにスルガの成長がある 

企業の理論ではなく、人の論理を中心に                                    

据えた経営によって成長を実現する 

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、                             

社会規範の上をいく状態を実現する 

 
 

 
 

 
 

（グループ） 

成 長 

“使命型企業”としての成長 

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして     
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれるお手伝い」をするという 

ミッションの実現性の向上を成長と定義する 



本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、 
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が 
あることにご留意ください。 

〈 本件に関する照会先 〉 

経営管理部 ＩＲ 

［TEL］ 03-3279-5536 

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］  ir.koho@surugabank.co.jp 

Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ． 


